
施策　　　危機管理対応の強化
　災害や重大事故などの危機発生時においても、下水道機能を確保するため、「応急復旧体制の整備・充
実」、「区市町村などと連携した防災対策の強化」及び「災害に備えた情報発信の充実」などを柱として
危機対応力を強化します。 

　　　　　下水道機能を確保する応急復旧体制の整備・充実
　より実践的な対応を想定した訓練や災
害時に活用する通信機器の操作訓練を充
実するなど、発災時の対応力の強化を図
ります。

取組内容

下水道局防災訓練（災害対策本部会議）

区市町村が設置する
仮設トイレの例

区市町村と連携したし尿の搬入・受入訓練

　　　　　首都直下地震などの災害時の取組
　トイレ機能の確保に向け、区などとの連
携により仮設トイレの設置可能なマンホ
ールの指定を拡大します。

災害時のし尿の搬入・受入
体制の円滑な運用に向け、区市
町村と連携して訓練などを実施
します。

取組内容

拡大
青いゴムキャップ

で表示

仮設トイレの設置可能なマンホール

11　信頼性の向上

　イベントでの模型を活用した浸水被害等の危険性の説明

　　　　　災害時の排水設備の復旧体制
　災害時においても、平常時同様、お客さまが東京都指定排水設備工事事業者に依頼して工事等をするこ
とになります。
　このため、災害時において排水設備の速やかな復旧が図れるよう、ホームページで復旧対応が可能な東
京都指定排水設備工事事業者情報を提供します。

取組内容

維持管理・工事は、お客さまから東京都指定排水設備
工事事業者に依頼してください。

下水道局が維持管理・工事を施工
致します。

　　　　　平常時からのお客さまへの情報発信
　震災対策や浸水対策の取組について、イベントなど様々な機会で情報発信
するとともに、多言語や、「優しい日本語」にも対応していきます。また、
お客さま自ら実施する浸水への備えについて、情報発信を行います。
　毎年６月を「浸水対策強化月間」とし、半地下家屋などにお住まいのお客
さまへの戸別訪問や郵送によるリーフレット配布により豪雨時
の半地下家屋における道路面からの浸水被害の危険性と、下水
道管からの逆流被害の危険性を周知し、浸水への備えをお願い
しています。
　関係部署と連携し、建築計画段階で半地下建物などの危険性
を周知するため、区ホームページへの掲載や住宅展示場、設計
事務所への周知及び各種イベントでのPRに取り組んでいます。

取組内容

危機管理産業展
下水道局ブースの様子
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施策　　　危機管理対応の強化
　災害や重大事故などの危機発生時においても、下水道機能を確保するため、「応急復旧体制の整備・充
実」、「区市町村などと連携した防災対策の強化」及び「災害に備えた情報発信の充実」などを柱として
危機対応力を強化します。 

　　　　　下水道機能を確保する応急復旧体制の整備・充実
　より実践的な対応を想定した訓練や災
害時に活用する通信機器の操作訓練を充
実するなど、発災時の対応力の強化を図
ります。

取組内容

下水道局防災訓練（災害対策本部会議）

区市町村が設置する
仮設トイレの例

区市町村と連携したし尿の搬入・受入訓練

　　　　　首都直下地震などの災害時の取組
　トイレ機能の確保に向け、区などとの連
携により仮設トイレの設置可能なマンホ
ールの指定を拡大します。

災害時のし尿の搬入・受入
体制の円滑な運用に向け、区市
町村と連携して訓練などを実施
します。

取組内容

拡大
青いゴムキャップ

で表示

仮設トイレの設置可能なマンホール

11　信頼性の向上

　イベントでの模型を活用した浸水被害等の危険性の説明

　　　　　災害時の排水設備の復旧体制
　災害時においても、平常時同様、お客さまが東京都指定排水設備工事事業者に依頼して工事等をするこ
とになります。
　このため、災害時において排水設備の速やかな復旧が図れるよう、ホームページで復旧対応が可能な東
京都指定排水設備工事事業者情報を提供します。

取組内容

維持管理・工事は、お客さまから東京都指定排水設備
工事事業者に依頼してください。

下水道局が維持管理・工事を施工
致します。

　　　　　平常時からのお客さまへの情報発信
　震災対策や浸水対策の取組について、イベントなど様々な機会で情報発信
するとともに、多言語や、「優しい日本語」にも対応していきます。また、
お客さま自ら実施する浸水への備えについて、情報発信を行います。
　毎年６月を「浸水対策強化月間」とし、半地下家屋などにお住まいのお客
さまへの戸別訪問や郵送によるリーフレット配布により豪雨時
の半地下家屋における道路面からの浸水被害の危険性と、下水
道管からの逆流被害の危険性を周知し、浸水への備えをお願い
しています。
　関係部署と連携し、建築計画段階で半地下建物などの危険性
を周知するため、区ホームページへの掲載や住宅展示場、設計
事務所への周知及び各種イベントでのPRに取り組んでいます。

取組内容

危機管理産業展
下水道局ブースの様子



　　　　　お客さまとの交流を深める取組取組内容

　雨が多くなる前の６月を「浸水対策強化月間」とし、お客さまへ浸水への備えを PR するとともに、気温が
下がり油が固まりやすくなる 10月を「油・断・快適！下水道」キャンペーンの強化月間とし、下水道に油を
流さない取組を積極的に発進します。

　　　　　お客さまの声を聴く取組取組内容

　「下水道モニター制度」を活用し、インターネットを介して事業施策の評価等を伺うほか、お客さまへの各種
アンケート調査の定期的な実施から、ご意見、ご感想を集約し、当局事業運営の参考にしています。
　

　　　　　伝わる情報発信取組内容

　ホームページや局公式 X のほか、東京動画（YouTube）や Web 広告など、様々なメディアを活用した情報
発信を行います。
　パブリシティの強化を図るとともに、各メディアにおける正確で好意的な報道の実現に向けた取組を強化す
ることで、ニュースや新聞記事等、客観性や信頼性の高い媒体から下水道事業を PR します。

 

局公式Xによる発信

動画による発信

こども下水道アドベンチャーツアーの様子
虹の下水道館 有明水再生センター

メディア向け現場見学会を実施

　　　東京下水道の広報戦略
　「経営計画２０２１」の中で明示した「東京下水道の広報戦略」の基本的な考え方を踏まえ、「環境学習機会の充実」や
「普及啓発キャンペーンの強化」とあわせて、「お客さま一人ひとりに伝わる情報発信」に取り組み、東京下水道の更なる
「認知度向上」を図り、そして「理解度向上」、「イメージアップ」につなげていきます。

施策

　　　　　下水道施設を活用した下水道事業への理解を深める取組取組内容

　下水道の役割や魅力を知っていただき、事業への理解促進を図るため、水再生センターや雨水調整池など、
普段目にする機会が少ない下水道施設を案内する「下水道インフラ見学ツアー」を実施します。

オンラインでも下水道施設・
事業を紹介しています！

https://www.gesui.metro.tokyo.lg.jp/business/
b4/web/infrastructure_online/index.html

　　　　　次世代を担う若い世代への環境学習の機会創出取組内容

　子供たちに下水道を正しく理解し、未来の水環境について主体的に考え行動してもらうため、温暖化防止対
策など最新の取組を踏まえて、小学４年生を中心に下水道教育事業を実施します。

南砂雨水調整池を見学

多摩川上流水再生センターを見学

砂町水再生センターを見学

でまえ授業の様子 レポートコンクール最優秀賞作品
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　　　　　お客さまとの交流を深める取組取組内容

　雨が多くなる前の６月を「浸水対策強化月間」とし、お客さまへ浸水への備えを PR するとともに、気温が
下がり油が固まりやすくなる 10月を「油・断・快適！下水道」キャンペーンの強化月間とし、下水道に油を
流さない取組を積極的に発進します。

　　　　　お客さまの声を聴く取組取組内容

　「下水道モニター制度」を活用し、インターネットを介して事業施策の評価等を伺うほか、お客さまへの各種
アンケート調査の定期的な実施から、ご意見、ご感想を集約し、当局事業運営の参考にしています。
　

　　　　　伝わる情報発信取組内容

　ホームページや局公式 X のほか、東京動画（YouTube）や Web 広告など、様々なメディアを活用した情報
発信を行います。
　パブリシティの強化を図るとともに、各メディアにおける正確で好意的な報道の実現に向けた取組を強化す
ることで、ニュースや新聞記事等、客観性や信頼性の高い媒体から下水道事業を PR します。

 

局公式Xによる発信

動画による発信

こども下水道アドベンチャーツアーの様子
虹の下水道館 有明水再生センター

メディア向け現場見学会を実施

　　　東京下水道の広報戦略
　「経営計画２０２１」の中で明示した「東京下水道の広報戦略」の基本的な考え方を踏まえ、「環境学習機会の充実」や
「普及啓発キャンペーンの強化」とあわせて、「お客さま一人ひとりに伝わる情報発信」に取り組み、東京下水道の更なる
「認知度向上」を図り、そして「理解度向上」、「イメージアップ」につなげていきます。

施策

　　　　　下水道施設を活用した下水道事業への理解を深める取組取組内容

　下水道の役割や魅力を知っていただき、事業への理解促進を図るため、水再生センターや雨水調整池など、
普段目にする機会が少ない下水道施設を案内する「下水道インフラ見学ツアー」を実施します。

オンラインでも下水道施設・
事業を紹介しています！

https://www.gesui.metro.tokyo.lg.jp/business/
b4/web/infrastructure_online/index.html

　　　　　次世代を担う若い世代への環境学習の機会創出取組内容

　子供たちに下水道を正しく理解し、未来の水環境について主体的に考え行動してもらうため、温暖化防止対
策など最新の取組を踏まえて、小学４年生を中心に下水道教育事業を実施します。

南砂雨水調整池を見学

多摩川上流水再生センターを見学

砂町水再生センターを見学

でまえ授業の様子 レポートコンクール最優秀賞作品



　　　　　下水道局・TGS・民間事業者の役割取組内容

　　　　　将来を見据えた新たな施設運営手法の導入取組内容

　　　　　TGSの新たな役割取組内容

　　　　　TGSの経営基盤の強化取組内容

　　　下水道事業を支える運営体制 
　下水道局と政策連携団体（東京都下水道サービス株式会社（TGS））及び民間事業者の三者が連携し
て下水道事業を運営していきます。

施策

　事業実施に責任を持つ下水道局を中心として、下水道局とTGS、民間事業者の三者がそれぞれの特性を活
かした役割分担のもと、連携を強化し事業を支えていきます。
【三者の基本的な役割分担】
・下水道局
経営方針の策定、施設の建設や重要な維持管理、水質規制などの根
幹業務を実施
・政策連携団体（TGS）
専門技術を活かしつつ下水道局と密接に連携して行う必要のある業
務を実施
・民間事業者
定型業務をはじめ民間事業者で可能な業務を実施

　　　　　
　将来にわたり安定的に下水道事業を運営していくため、東京下水道の特徴を踏まえ、一部の水再生セン
ターの水処理施設に包括委託を導入しました。
・下水道局・TGS・民間事業者がそれぞれの立場で、下水道サービスの安定的な提供を競い、創意工夫を活
かした技術力や経済性の発揮などによるサービスの更なる向上を目指します。
・新たな施設運営手法のもと、AIを含むデジタル技術を活用した自動運転など、次世代の下水道システムの
構築を目指します。

連携

政策連携団体
（TGS）

民間事業者

下水道局

連携

下水道事業を
三者で支えます

　連携
（一体的事業運営）

　　　政策連携団体とのグループ経営の強化
　下水道局と政策連携団体（東京都下水道サービス株式会社（TGS））とが「東京下水道グループ」とし
て一体的に事業運営を行い、サービスを将来にわたり安定的に提供していきます。

施策

　令和４年度より、TGSに新たに一部の水再生セン
ターの水処理施設を包括委託することで、TGSは、下
水道管から水処理施設、汚泥処理施設に至る下水道施
設全般を管理運営する総合力を確保します。
　東京下水道グループとして下水道局とTGSが連携
し、技術力・技術開発力を一層向上させるとともに、
培った技術などを全国の下水道事業へ展開し、地方と
の共存共栄に貢献していきます。

全国の下水道事業への展開

　　　　　
　TGSが策定した「経営戦略アクションプラン2021」に基づき、TGSにおける将来の経営ビジョンを見据え
た事業計画を着実に推進していくほか、コーポレートガバナンス、人材基盤、技術基盤、財務基盤など経営
を支える基盤の強化を図っていきます。

他
の
自
治
体
等

・コンサルタント業務
・人材育成
・開発技術の展開  など

民
間
事
業
者
等

・共同研究
など

連携・協力

東京都下水道局

TGS

連携

　　　　　下水道技術実習センターの活用取組内容

　　　　　下水道グループでのコンプライアンス推進取組内容

　　　人材育成と技術力の向上 
　東京下水道がこれまで培ってきた技術力を継承、向上させ、直面する様々な危機や課題に対し、的確
に対応できる「下水道行政のプロ職員」を育成することにより、下水道サービスの安定的な提供を目指
すとともに、全国の下水道事業を牽引していきます。

施策

　「下水道技術実習センター」は、様々な分野の実習や疑似体験等によって、人材育成と技術力向上を図
る大規模実習施設です。土木、機械、電気、水質管理の分野で全33種類が利用でき、自ら体感するプロ
セスを通じて、若手職員の育成、中堅・ベテラン職員の指導力等を強化しています。
　また、民間事業者等による利用も促進し、下水道界全体の人材育成や技術継承、技術力向上に積極的に
貢献していきます。

　　　コンプライアンスの推進
　コンプライアンス意識の啓発・徹底に取り組み、職員一人ひとりが法令遵守はもとより業務の改善に向
けて行動する組織環境をつくります。

施策

　　　　　
　「下水道局コンプライアンス推進委員会」においてコンプライ
アンスに関する計画を定め、研修や啓発活動などを実施するとと
もに、内部統制体制を強化し事務処理の適正性を確保します。
　また、下水道局と一体的な事業運営を行うTGSとの間で、連絡
会議を開催して取組や情報を共有し、お客さまの信頼にグループ
一体となって応えていきます。

下水道局コンプライアンス推進委員会

人孔モデル人孔モデル 運転シミュレーション運転シミュレーション 管路内水中歩行実習管路内水中歩行実習 事業用排水処理実験装置事業用排水処理実験装置

下水道技術実習センター下水道技術実習センター

3736

　　　　　下水道局・TGS・民間事業者の役割取組内容

　　　　　将来を見据えた新たな施設運営手法の導入取組内容

　　　　　TGSの新たな役割取組内容

　　　　　TGSの経営基盤の強化取組内容

　　　下水道事業を支える運営体制 
　下水道局と政策連携団体（東京都下水道サービス株式会社（TGS））及び民間事業者の三者が連携し
て下水道事業を運営していきます。

施策

　事業実施に責任を持つ下水道局を中心として、下水道局とTGS、民間事業者の三者がそれぞれの特性を活
かした役割分担のもと、連携を強化し事業を支えていきます。
【三者の基本的な役割分担】
・下水道局
経営方針の策定、施設の建設や重要な維持管理、水質規制などの根
幹業務を実施
・政策連携団体（TGS）
専門技術を活かしつつ下水道局と密接に連携して行う必要のある業
務を実施
・民間事業者
定型業務をはじめ民間事業者で可能な業務を実施

　　　　　
　将来にわたり安定的に下水道事業を運営していくため、東京下水道の特徴を踏まえ、一部の水再生セン
ターの水処理施設に包括委託を導入しました。
・下水道局・TGS・民間事業者がそれぞれの立場で、下水道サービスの安定的な提供を競い、創意工夫を活
かした技術力や経済性の発揮などによるサービスの更なる向上を目指します。
・新たな施設運営手法のもと、AIを含むデジタル技術を活用した自動運転など、次世代の下水道システムの
構築を目指します。

連携

政策連携団体
（TGS）

民間事業者

下水道局

連携

下水道事業を
三者で支えます

　連携
（一体的事業運営）

　　　政策連携団体とのグループ経営の強化
　下水道局と政策連携団体（東京都下水道サービス株式会社（TGS））とが「東京下水道グループ」とし
て一体的に事業運営を行い、サービスを将来にわたり安定的に提供していきます。

施策

　令和４年度より、TGSに新たに一部の水再生セン
ターの水処理施設を包括委託することで、TGSは、下
水道管から水処理施設、汚泥処理施設に至る下水道施
設全般を管理運営する総合力を確保します。
　東京下水道グループとして下水道局とTGSが連携
し、技術力・技術開発力を一層向上させるとともに、
培った技術などを全国の下水道事業へ展開し、地方と
の共存共栄に貢献していきます。

全国の下水道事業への展開

　　　　　
　TGSが策定した「経営戦略アクションプラン2021」に基づき、TGSにおける将来の経営ビジョンを見据え
た事業計画を着実に推進していくほか、コーポレートガバナンス、人材基盤、技術基盤、財務基盤など経営
を支える基盤の強化を図っていきます。
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東京都下水道局

TGS

連携

　　　　　下水道技術実習センターの活用取組内容

　　　　　下水道グループでのコンプライアンス推進取組内容

　　　人材育成と技術力の向上 
　東京下水道がこれまで培ってきた技術力を継承、向上させ、直面する様々な危機や課題に対し、的確
に対応できる「下水道行政のプロ職員」を育成することにより、下水道サービスの安定的な提供を目指
すとともに、全国の下水道事業を牽引していきます。

施策

　「下水道技術実習センター」は、様々な分野の実習や疑似体験等によって、人材育成と技術力向上を図
る大規模実習施設です。土木、機械、電気、水質管理の分野で全33種類が利用でき、自ら体感するプロ
セスを通じて、若手職員の育成、中堅・ベテラン職員の指導力等を強化しています。
　また、民間事業者等による利用も促進し、下水道界全体の人材育成や技術継承、技術力向上に積極的に
貢献していきます。

　　　コンプライアンスの推進
　コンプライアンス意識の啓発・徹底に取り組み、職員一人ひとりが法令遵守はもとより業務の改善に向
けて行動する組織環境をつくります。

施策

　　　　　
　「下水道局コンプライアンス推進委員会」においてコンプライ
アンスに関する計画を定め、研修や啓発活動などを実施するとと
もに、内部統制体制を強化し事務処理の適正性を確保します。
　また、下水道局と一体的な事業運営を行うTGSとの間で、連絡
会議を開催して取組や情報を共有し、お客さまの信頼にグループ
一体となって応えていきます。

下水道局コンプライアンス推進委員会

人孔モデル人孔モデル 運転シミュレーション運転シミュレーション 管路内水中歩行実習管路内水中歩行実習 事業用排水処理実験装置事業用排水処理実験装置

下水道技術実習センター下水道技術実習センター


